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教 育 委 員 会 定 例 会 会 議 録 

 

１ 日 時 

   令和元年５月２３日（木） 

開会   ９時３０分 

    閉会  １０時２３分 

          

２ 場 所 

   教育委員室 

 

３ 出席者及び欠席委員の氏名 

出席委員 廣田恵子教育長、森脇健夫委員、大森達也委員、黒田美和委員、 

原田佳子委員 

         

４ 出席職員  

教育長 廣田恵子（再掲） 

副教育長 宮路正弘、次長（教職員担当）梅村和弘、 

次長（学校教育担当）長谷川敦子、次長（育成支援・社会教育担当）森下宏也、 

次長（研修担当）吉村元宏 

教育総務課 課長 桝屋眞、学校防災推進監 明石須美子、班長 森田潤 

教育財務課 課長 奥田文彦、課長補佐兼班長 小西広晃、班長 天野長志 

主事 津川章典 

教職員課 課長 早川巌、班長 大屋慎一、主幹 藤堂恵生 

福利・給与課 課長 中村正之、課長補佐兼班長 青木茂昭 

高校教育課 課長 諸岡伸、指導主事 柏端正康 

小中学校教育課 課長 大塚千尋、指導主事 谷本博史 

保健体育課 課長 嶋田和彦、指導主事 與谷愼穂 

   社会教育・文化財保護課 課長 林幸喜、主幹 齋藤清美 

   博物館 副館長 垣内正光 

 

５ 議案件名及び採択の結果                       審議結果 

   議案第１２号 公立学校職員の初任給、昇格、昇給等の基準に       原案可決 

関する規則の一部を改正する規則案          

議案第１３号 公立学校の会計年度任用職員の報酬、費用弁償       原案可決 

及び期末手当に関する条例案             

   議案第１４号 公立学校の非常勤職員の報酬及び費用弁償に関      原案可決 

する条例の一部を改正する条例案 

   議案第１５号 三重県総合博物館条例の一部を改正する条例案       原案可決 

部を改正する規則案                 

   議案第１６号 令和元年度三重県一般会計補正予算（第２号）       原案可決 
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について 

  議案第１７号 三重県教育職員特別免許状授与審査委員の任免    原案可決 

         について 

   議案第１８号 三重県地方産業教育審議会委員の任免について     原案可決 

    

６ 報告題件名 

   報告 １ 訴えの提起にかかる専決処分について 

   報告 ２ 平成３１年度第１回三重県教科用図書選定審議会の結果についてて 

   報告 ３ 令和元年度第６９回三重県高等学校総合体育大会の開催について 

   報告 ４ 損害賠償の額の決定及び和解に係る専決処分について 

    

７ 審議の概要   

 

・開会宣言   

  廣田恵子教育長が開会を宣告する。 

   

・会議成立の確認 

５名中５名の委員の出席により会議が成立したことを確認する。 

 

・前回審議事項（５月９日開催）の審議結果の確認 

  前回定例会の審議結果の内容を確認し、全委員が了承する。 

     

・議事録署名者の指名 

森脇委員を指名し、指名を了承する。  

 

・会議の公開・非公開の別及び進行の確認 

  会議の進行は、公開の議案第１２号を審議し、公開の報告１から報告３の報告を受

けた後、非公開の議案第１３号から議案第１８号を審議し、非公開の報告４の報告を

受ける順番とすることを決定する。 

 

・審議事項 

議案第１２号 公立学校職員の初任給、昇格、昇給等の基準に関する規則の一部を改正

する規則案 （公開） 

(中村福利・給与課長説明) 

  議案第１２号 公立学校職員の初任給、昇格、昇給等の基準に関する規則の一部を

改正する規則案 

  公立学校職員の初任給、昇格、昇給等の基準に関する規則の一部を改正する規則案

について、別紙のとおり提案する。令和元年５月２３日提出 三重県教育委員会教育

長。 

  提案理由 
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  公立学校職員の初任給、昇格、昇給等の基準に関する規則の一部を改正する規則案

については、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１５条第１項及び三重県教

育委員会権限委任規則第１条第１０号の規定により教育委員会の議決を要する。 

  これが、この議案を提出する理由である。 

  １ページが規則案の改正案になりますが、まず、その裏の２ページの規則案要綱で

説明をさせていただきます。「１ 改正理由」 専門職大学を新設すること等を内容

とする学校教育法の一部改正に伴い、専門職大学に関する規定の整備を行うというこ

とでございまして、３ページの参考資料をご覧いただきますと、学校教育法の一部を

改正する法律の概要ということで、冒頭の「趣旨・背景」のところで、第４次産業革

命の進展と国際競争の激化に伴い、産業構造が急速に転換する中、優れた専門技能等

をもって、新たな価値を創造することができる専門職業人材の養成が急務ということ

で、その下の枠の例に書いてあるような観光分野とか農業分野とか情報分野といった

ところで専門職業人材を養成することを目的にして、この概要に書いてあるように、

大学制度の中に位置づけて、専門職業人の養成を目的とする新たな高等教育機関とし

て、専門職大学及び専門職短期大学の制度を設けるということで、施行期日は平成３

１年４月１日となっています。こういった形で専門職大学というのが大学制度の中に

位置づけられるということでございます。 

  ２ページの「２ 改正内容」に戻っていただきまして、学歴免許等の資格の区分を

定めた別表第３の学歴免許等資格区分表について、専門職大学の前期課程の修了を、

その修業年限に応じて、「短大３卒」又は「短大２卒」として取り扱う改正を行うと

いうことでございます。 

  この学歴免許等の資格の区分というのは、例えば、新規採用で採用されたときの初

任給を決定するための基準の中で、大学を卒業しているかとか、短大を卒業している

かとか、学歴免許等に応じて決定するという基準がございます。そのための基準を定

めております。 

  ３ページに戻っていただきまして、学校教育基本法の改正の概要のところの下のほ

う、「３ 社会人が学びやすい仕組み」のところで、①の前期・後期の課程区分とい

うことで、専門職大学４年生の課程は、前期２年又は３年及び後期に区分できるとい

うことで、この４年間を前期の２年３年という形ができるということになっています。 

それに応じて、１ページの規則案を見ていただきますと、基準学歴区分というのが、

「２ 短大卒」というのがありますが、それがまたさらに、短大３卒と短大２卒と分

かれておりますが、短大３卒として見るのが、今回、改正で表の上段で、「又は専門

職大学の修業年限３年の前期課程の修了、３年の前期課程の修了は短大３卒として学

歴区分を適用するということ。 

  それと、短大２卒につきましては、下線部分であるように「又は専門職大学の修業

年限２年の前期課程の修了」ということで、それぞれ専門職大学の３年、２年の前期

課程の修了については、短大３卒又は短大２卒として学歴区分を適用するという形で

給与を決定していくことを定める今回の改正となっております。 

  施行期日は、交付の日から施行して、この法律と同じように平成３１年４月１日か

ら適用するとしております。 
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【質疑】 

教育長 

  議案第１２号については、いかがでしょうか。 

   

【採決】 

－全委員が承認し、本案を原案どおり可決する。－ 

 

・審議事項 

報告１ 訴えの提起にかかる専決処分について （公開） 

(奥田教育財務課長説明) 

  報告１ 訴えの提起にかかる専決処分について 

  三重県高等学校等修学奨学金返還金の滞納に関し、知事が支払督促に係る訴えの提

起の専決処分を行ったことを、別紙のとおり令和元年三重県議会定例会６月定例月会

議へ報告するので、報告する。令和元年５月２３日提出 三重県教育委員会事務局 

教育財務課長 

  １ページをご覧ください。県は、次の者を相手として三重県高等学校等修学奨学金

返還金の滞納に関し、支払督促に係る訴えの提起（和解を含む。）を行いました。 

  詳細について、２ページ「参考資料１」をご覧ください。三重県高等学校等修学奨

学金返還金の貸付対象者の滞納に伴い、三重県教育委員会では、これまで当該対象者

に対し、電話督促、文書通知、自宅訪問等を行い、納付を促してまいりました。 

  本件につきましては、平成２７年４月から、債権回収会社に債権の回収を委託し、

対応してきたところですが、返還金の一部を納付したのみで、今後の納付の連絡もな

く、督促にも応じないことから、平成３０年３月に知事名で最終催告を行いました。 

  その後、指定した期日までに入金がなかったため、民事訴訟法に基づく支払督促申

立手続を債務者の住所地を管轄する簡易裁判所に行いました。当該手続きは、平成３

０年１０月９日に行いましたが、平成３１年２月２５日に、相手方から異議申立書が

裁判所に提出されましたので、申立時にさかのぼって訴えを提起したと見なされるこ

ととなりました。 

  本件の相手方は、前ページの１ページに記載しましたものであり、専決処分の日は、

支払督促を申し立てた日である平成３０年１０月９日になります。 

  ２ページの「２ 今回異議申立があった者に係る滞納金額等について」をご覧くだ

さい。滞納状況として、貸与期間と滞納金額を記載しております。 

  同ページの「３ 今後の対応」ですが、県では支払督促に係る訴えの提起について

は、議会から知事への委任専決事項に指定されているため、申立日にさかのぼって専

決処分を行ったとして、議会に報告いたします。 

  今後は、相手方と話し合い、経済的に困窮しない範囲で分納を求めてまいります。 

  なお、支払督促制度の概要等は、３ページ「参考資料２」に記載しております。 

  報告は、以上でございます。 
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【質疑】 

教育長 

  報告１については、いかがでしょうか。 

 

－全委員が本報告を了承する。－ 

 

・審議事項 

報告２ 平成３１年度第１回三重県教科用図書選定審議会の結果について （公開） 

(大塚小中学校教育課長説明) 

  報告２ 平成３１年度第１回三重県教科用図書選定審議会の結果について 

  平成３１年度第１回三重県教科用図書選定審議会の結果について、別紙のとおり報

告する。令和元年５月２３日提出 三重県教育委員会事務局 小中学校教育課長 

  １ページをご覧ください。先月４月２５日に開催いたしました「平成３１年度第１

回三重県教科用図書選定審議会」の概要について報告をいたします。 

  第３項目の「会長・副会長の選出」のところですが、２０名の委員の中から、三重

大学教育学部長の鶴原教授に会長を、名張市立箕曲小学の本多校長に副会長をそれぞ

れお願いいたしました。 

  第４項目の諮問につきましては、本年度は令和２年度に小学校で使用する教科用図

書及び中学校で使用する教科用図書（「特別な教科 道徳」を除く）の採択について

諮問をいたしました。 

  ４ページの「【資料１】諮問」をご覧ください。諮問内容につきましては、下記に

上げました６項目、教科用図書採択地区協議会規約例、小学校で使用する教科用図書

の採択基準、中学校で使用する教科用図書（「特別な教科 道徳」を除く）の採択基

準、三重県教科用図書選定審議会調査員の調査実施項目、三重県教科用図書選定審議

会調査員の選任、平成３２年度使用教科用図書選定に関する参考資料についての審議

でございます。 

  １ページにお戻りください。第５項目の事務局からの説明につきましては、教科用

図書採択制度と教科用図書選定審議会の法的な位置づけなどについて、説明を行いま

した。 

  また、小学校学習指導要領の改定について、概要説明を行っております。 

  次に、第６項目の審議でございますが、まず、（１）教科用図書採択地区協議会規

約例についてです。【資料２】の５ページをご覧ください。市町教育委員会が行う採

択に当たりましては、いくつかの市町教育委員会を合わせた採択地区ごとに同一の採

択を行うことになっております。 

  三重県では、１０の採択地区を設定しておりまして、単独採択地区である津採択地

区を除きまして、採択地区内の市町教育委員会は、協議により規約を定めて、採択地

区協議会を設けなければならないこととされております。 

  規約例は、各採択地区が定める規約の例として、県教育委員会が示すものでござい

まして、この規約例につきましては、国の示した例を参考に作成をして、昨年度の教

科用図書選定審議会で決定された規約例から変更点はないということを説明をして
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おります。 

  次に、２つ目の審議事項である審議２につきましては、【資料３】８ページをご覧

ください。教科用図書採択地区における小学校で使用する教科用図書の採択基準につ

きましては、採択に関する事務についての規準を示したものでございまして、本採択

基準は、前回平成２６年度の小学校用教科書採択に際して作成した採択基準をもとに

作成をしておりまして、平成２９年３月に学習指導要領が改定されましたことから、

４の項目にその旨を反映しております。 

  ３つ目の審議事項である審議３につきましては、【資料４】９ページをご覧くださ

い。教科用図書採択地区における中学校で使用する教科用図書（「特別な教科 道徳」

を除く）の採択基準につきましては、小学校同様、採択に関する事務についての基準

を示したものです。本採択基準は、前回、平成２７年度の中学校用教科書採択に際し

て作成した採択基準をもとにして作成をしておりまして、平成２７年３月に学習指導

要領が一部改正されたことから、４の項目にその旨を追記しております。 

  それから、６、７の項目に平成３０年度検定において、新たに合格した図書がなか

ったため、今年度の採択については、平成２７年度採択における調査研究の内容等を

活用することも考えられることから、表記を改めて提案をしております。 

  ４つ目の審議事項、（４）三重県教科用図書選定審議会調査員の調査実施項目につ

きましては、【資料５】１０ページ、１１ページをご覧ください。この調査実施項目

につきましては、県の審議会の調査員に調査を行っていただく上での項目をまとめた

ものでございます。調査員は、この項目に従って調査研究を行うことになります。 

県教育委員会は、審議会の調査研究結果をもとに参考資料を作成いたしまして、そ

れを市町教育委員会及び国立・私立学校の校長に送付することにより助言を行います。

そして、市町教育委員会及び国立・私立学校の校長は、参考資料を参考にするほか、

独自に調査研究した上で、教科書を採択することになっております。 

１０ページの小学校の実施項目につきましては、小学校学習指導要領の改定がござ

いましたので、大幅に変更をして提案をしております。 

１１ページの中学校の調査実施項目につきましては、平成２７年度の調査実施項目

をもとに作成して提案をしております。 

２ページにお戻りいただきまして、審議（５）三重県教科用図書選定審議会調査員

の選任についてですが、調査員については、市町等教育委員会及び三重県ＰＴＡ連合

会から推薦された者であること。調査員は、採択事務が終了する８月３１日までは非

公開となっているということをご説明をし、ご審議をいただいております。 

審議の結果、審議１から５につきましては、原案どおりと決定されております。 

最後の第７項目の「その他」です。今後の予定として、５月中をめどに調査員によ

る調査研究を行いまして、令和２年度使用の小学校用教科用図書選定に関する参考資

料（案）を作成し、６月２５日に開催を予定しております「第２回教科用図書選定審

議会」におきまして、参考資料についての審議行う予定となっております。 

以上、平成３１年度第１回三重県教科用図書選定審議会の概要について、ご報告を

いたします。 
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【質疑】 

教育長 

  報告２については、いかがでしょうか。 

 

－全委員が本報告を了承する。－ 

 

・審議事項 

報告３ 令和元年度第６９回三重県高等学校総合体育大会の開催について （公開） 

(嶋田保健体育課長説明) 

  報告３ 令和元年度第６９回三重県高等学校総合体育大会の開催について 

  令和元年度第６９回三重県高等学校総合体育大会の開催について、別紙のとおり報

告する。令和元年５月２３日提出 三重県教育委員会事務局 保健体育課長 

  １ページをご覧ください。令和元年度第６９回三重県高等学校総合体育大会につい

ては、一部の競技は、会場の都合により既に始まっておりますが、令和元年５月３１

日（金）から６月２日（日）の期間を中心に、３６種目に約１６,６００人の生徒が

参加し、県内各地で開催されます。 

「１０ 総合開会式」をご覧ください。総合開会式は、令和元年６月１日（土）午

前１０時から、ヤマモリ体育館（前桑名市体育館）におきまして、全日制男子・女子

及び定通制男子・女子の前年度総合優勝校の代表及び同体育館を試合会場とする空手

道競技の役員、選手約１００人が参加し開催いたします。 

県教育委員会からは、当日、他の業務の関係で教育長に代わりまして森下次長が出

席することになりましたので、報告させていただきます。 

選手宣誓は、川越高等学校３年生勝村奏太さんと同３年生の加藤小梅さんが行うこ

とになっております。 

続きまして、「１１ 表彰」をご覧ください。７月１０日（水）に三重県総合文化

センター多目的ホールにおきまして、学校対抗得点方式による総合成績の表彰を行い

ます。全日制男女別、定通性男女別総合優勝校に主催者から持ち回り優勝旗、賞状、

優勝杯と優勝盾、全日制は６位まで、定通制は３位までに賞状と優勝盾が授与されま

す。 

記録本部は、稲生高等学校内の県高体連事務局に置き、記録集計、記録発送、問い

合わせに対応をいたします。各種目会場と日程につきましては、２ページに種目別競

技日程を用意いたしましたので、ご覧いただけたらと思います。県高校総体のプログ

ラムもご用意させていただきましたので、同様にご覧いただければと思っています。 

今年度のインターハイは、鹿児島県を中心とした南九州ブロック、熊本、宮崎、沖

縄を中心に開催をされます。県高校総体では、「感動は無限大 南部九州総体２０１

９」の出場をかけ、高校生等が躍動しますので、よろしければ会場等にもお出向きい

ただきまして、高校生のはつらつとしたプレーをご覧いただければと思います。 

   

【質疑】 

教育長 
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  報告３はいかがでしょうか。 

 

－全委員が本報告を了承する。－ 

 

・審議事項 

議案第１３号 公立学校の会計年度任用職員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条

例案 （非公開） 

中村福利・給与課長が説明し、委員審議のうえ採決の結果、全委員が承認し、本案

を原案どおり可決する。 

 

・審議事項 

議案第１４号 公立学校の非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正

する条例案 （非公開） 

中村福利・給与課長が説明し、委員審議のうえ採決の結果、全委員が承認し、本案

を原案どおり可決する。 

  

・審議事項 

議案第１５号 三重県総合博物館条例の一部を改正する条例案 （非公開） 

林社会教育・文化財保護課長が説明し、委員審議のうえ採決の結果、全委員が承認

し、本案を原案どおり可決する。 

   

・審議事項 

議案第１６号 令和元年度三重県一般会計補正予算（第２号）について （非公開） 

奥田教育財務課長が説明し、委員審議のうえ採決の結果、全委員が承認し、本案を

原案どおり可決する。 

  

・審議事項 

議案第１７号 三重県教育職員特別免許状授与審査委員の任免について （非公開） 

早川教職員課長が説明し、委員審議のうえ採決の結果、全委員が承認し、本案を原

案どおり可決する。 

 

・審議事項 

議案第１８号 三重県地方産業教育審議会委員の任免について （非公開） 

諸岡高校教育課長が説明し、委員審議のうえ採決の結果、全委員が承認し、本案を

原案どおり可決する。 

  

・審議事項 

報告４ 損害賠償の額の決定及び和解に係る専決処分について （非公開） 

桝屋教育総務課長が説明し、全委員が本報告を了承する。 
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